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八戸市中心市街地活性化基本計画 新旧対照表（傍線赤文字部分は変更箇所） 

 

変  更  後 変  更  前 

１．～３．略 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の

整備改善のための事業に関する事項 

 

［１］市街地の整備改善の必要性 

現状分析と事業の必要性 

長引く新型コロナウイルス感染症の影響による市民等の来街機会の減少、EC サイト利用の定着といった消費行

動の変化等の影響により、老舗大型店や周辺店舗の閉店といった商業機能の衰退を招き、１階路面店の空き店舗・

空き地率は、特に十三日町においては 50％を上回る状況となっており、エリアの価値をあらわす「地価」や「路

線価」についても、横ばいないし低下している状況となっている。 

当市の中心市街地は、これまで面的な都市基盤の整備に寄らず、特定の区域での民間中心の協調建て替え等によ

り、市街地環境が改善されてきたことから、江戸時代に城下町として整備されたまち割りが現在もそのまま残さ

れている。 

まちを構成する要素は、大きく「建物や機能」と「道路」であり、それぞれ、複数の用途を持って、施設その

ものが様々な人に利用される開発が行われること、人が集まり活動が生まれる街路や広場等の整備が進んでいく

ことで、賑わいの創出による中心市街地の活性化が図られ、さらに、エリアとしての価値が高まっていくと考え

る。 

また、中心市街地への来街手段として多くがマイカーを利用している状況や、居住が進んでいる状況に鑑み、駐

車場の整備をはじめとするアクセスの利便性向上が必要である。 

このことから、第３期計画からの継続事業に加え、市街地の環境改善のための新たな事業の実施が必要である。 

現在、民間事業により、十三日町・十六日町地区の商業ビル（旧チーノ）及び立体駐車場が解体工事中であるが、

新たに、第４期計画において「十三日町・十六日町地区再整備事業」を実施することで、解体後の同敷地内に、

分譲マンション２棟と店舗・ホテル棟、立体駐車場、さらには公共的通路等が整備予定であり、第４期計画期間

中には整備完了予定である。 

道路整備については、ＪＲ本八戸駅と三日町等を繋ぐ本八戸駅通りは、令和５年の秋には、道路管理者である

青森県から市に移管予定であり、移管手続きが終了後、歩行者優先の空間づくりに向けて整備着手予定であり、

美術館前の市道番町線及び主要地方道八戸大野線の電線類地中化も着々と進められている状況である。 

また、中心街のメインストリートである国道 340 号三日町・十三日町の区間において、人中心の居心地が良く

歩いて楽しく、活動が生まれる街路へと再編する中心街ストリ―トデザイン事業について、市と道路管理者の青

森県で連携しながら推進していきたい。 

さらに、旧柏崎小学校跡地では、現在、八戸三社大祭の山車制作展示施設が建設中であるが、同施設の工事完

了後は、市民や観光客等が憩える広場を着工予定であり、第４期計画期間中には整備完了予定である。 

 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２） 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

【事業名】旧柏崎小学校跡地広場整備事業 

【事業実施時期】 平成 30年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 旧柏崎小学校跡地に八戸三社大祭山車制作展示施設と広場を整備する。山車制

作場所を確保できない山車組に提供することでコミュニティ拠点とするとと

１．～３．略 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の

整備改善のための事業に関する事項 

 

［１］市街地の整備改善の必要性 

現状分析と事業の必要性 

長引く新型コロナウイルス感染症の影響による市民等の来街機会の減少、EC サイト利用の定着といった消費行

動の変化等の影響により、老舗大型店や周辺店舗の閉店といった商業機能の衰退を招き、１階路面店の空き店舗・

空き地率は、特に十三日町においては 50％を上回る状況となっており、エリアの価値をあらわす「地価」や「路

線価」についても、横ばいないし低下している状況となっている。 

当市の中心市街地は、これまで面的な都市基盤の整備に寄らず、特定の区域での民間中心の協調建て替え等によ

り、市街地環境が改善されてきたことから、江戸時代に城下町として整備されたまち割りが現在もそのまま残さ

れている。 

まちを構成する要素は、大きく「建物や機能」と「道路」であり、それぞれ、複数の用途を持って、施設その

ものが様々な人に利用される開発が行われること、人が集まり活動が生まれる街路や広場等の整備が進んでいく

ことで、賑わいの創出による中心市街地の活性化が図られ、さらに、エリアとしての価値が高まっていくと考え

る。 

また、中心市街地への来街手段として多くがマイカーを利用している状況や、居住が進んでいる状況に鑑み、駐

車場の整備をはじめとするアクセスの利便性向上が必要である。 

このことから、第３期計画からの継続事業に加え、市街地の環境改善のための新たな事業の実施が必要である。 

現在、民間事業により、十三日町・十六日町地区の商業ビル（旧チーノ）及び立体駐車場が解体工事中であるが、

新たに、第４期計画において「十三日町・十六日町地区再整備事業」を実施することで、解体後の同敷地内に、

分譲マンション２棟と店舗・ホテル棟、立体駐車場、さらには公共的通路等が整備予定であり、第４期計画期間

中には整備完了予定である。 

道路整備については、ＪＲ本八戸駅と三日町等を繋ぐ本八戸駅通りは、令和５年の秋には、道路管理者である

青森県から市に移管予定であり、移管手続きが終了後、歩行者優先の空間づくりに向けて整備着手予定であり、

美術館前の市道番町線及び主要地方道八戸大野線の電線類地中化も着々と進められている状況である。 

また、中心街のメインストリートである国道 340 号三日町・十三日町の区間において、人中心の居心地が良く

歩いて楽しく、活動が生まれる街路へと再編する中心街ストリ―トデザイン事業について、市と道路管理者の青

森県で連携しながら推進していきたい。 

さらに、旧柏崎小学校跡地では、現在、八戸三社大祭の山車展示・制作施設が建設中であるが、同施設の工事

完了後は、市民や観光客等が憩える広場を着工予定であり、第４期計画期間中には整備完了予定である。 

 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２） 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

【事業名】旧柏崎小学校跡地広場整備事業 

【事業実施時期】 平成 30年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 旧柏崎小学校跡地に八戸三社大祭山車展示・制作施設と広場を整備する。山車

制作場所を確保できない山車組に提供することでコミュニティ拠点とすると
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もに、市民や観光客が憩い集うことのできる場とする。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 中心市街地への来街機会の創出や回遊性の向上が期待され、「AIカメラ地点通

過者数」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 まちなかウォーカブル推進事業 

【支援措置実施時期】 令和 5年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

【事業名】八戸市中心街ストリートデザイン事業 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 青森県・八戸市 

【事業内容】 
国道340号三日町・十三日町区間の街路をひと中心の居心地が良く歩きたくな

るストリートへと再編し、歩行・滞在空間の充実を図るとともに、軒先空間も

含めた空間における様々な活動を誘発する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 当該地区の街路整備と屋外空間での商行為等の様々な活動の展開により、人が

訪れ、人が集まるみちが形成され、「AIカメラ地点通過者数」の増加に寄与す

るため。 

【支援措置名】 まちなかウォーカブル推進事業 

【支援措置実施時期】 令和５年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】（３）へ移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

５．都市福施設を整備する事業に関する事項 

ともに、市民や観光客が憩い集うことのできる場とする。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルなまちづくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 中心市街地への来街機会の創出や回遊性の向上が期待され、「AIカメラ地点通

過者数」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 まちなかウォーカブル推進事業 

【支援措置実施時期】 令和 5年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

【事業名】（４）から移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】八戸市中心街ストリートデザイン事業 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 青森県・八戸市 

【事業内容】 
国道340号三日町・十三日町区間の街路をひと中心の居心地が良く歩きたくなる

ストリートへと再編し、歩行・滞在空間の充実を図るとともに、軒先空間も含

めた空間における様々な活動を誘発する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルなまちづくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 当該地区の街路整備と屋外空間での商行為等の様々な活動の展開により、人が

訪れ、人が集まるみちが形成され、「AIカメラ地点通過者数」の増加に寄与す

るため。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 
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［１］都市福利施設の整備の必要性 

現状分析と事業の必要性 

当市の中心市街地では、教育施設の八戸市立図書館、文化施設の八戸市公会堂や南部会館など、市民の文化的活

動や交流に資する都市福利施設の整備が進められてきた。 

さらに、これまでの３期にわたる中心市街地活性化基本計画において、中心市街地を「社会的・文化的活動の拠点」

に位置付けることで、これまでに、八戸ポータルミュージアム「はっち」、八戸ブックセンター、八戸まちなか広

場「マチニワ」、八戸市長根屋内スケート場、八戸市美術館といった、市民活動の拠点となる文化・交流・スポー

ツ施設の整備を進めてきたところである。 

 また、こうした公共施設内にオープンスペースを併設することで、「誰もが気軽に立ち寄れる場」、「人が集い

コミュニケーションが生まれる場」として、市民等の多目的な利用や様々な活動の誘発に寄与してきたところであ

る。 

 第４期計画の基本方針では、「多様な活動や交流が生まれるウォーカブルなまちづくり」、「暮らすこと・滞在

することが楽しくなるまちづくり」を掲げたところであり、これまで整備してきた公共施設を最大限に活用しつつ、

中心市街地区域の概ね四方に立地する長根公園、三八城公園、長者まつりんぐ広場、旧柏崎小学校跡地をはじめと

する公園や広場について、色々なアクティビティが可能な、利活用される公園、広場づくりを進めていくこととし

たい。 

旧柏崎小学校跡地については、八戸三社大祭の山車制作展示施設を整備することで、山車の制作等を通じてのコ

ミュニティの拠点化や伝統文化の継承を図っていく。 

 こうした中、長根公園内にある八戸市体育館については、開館以来、市民のスポーツやレクリエーションに利用

されるなど大きな役割を果たしてきているが、耐震不足と老朽化の問題を抱え、建て替えが必要な状況である。 

 令和４年度には、体育館の建て替えについての基本構想を策定し、令和５年度には、基本計画や事業手法の検討

を進めているところであるが、第４期計画では、多様な世代の誰もがスポーツに親しめるスポーツ振興拠点として、

新しい体育館の整備を着実に進めていきたい。 

 また、第３期計画から継続して、長根公園の再編事業や図書館の環境整備事業に取り組んでいくこととしたい。 

 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２）略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】旧柏崎小学校跡地広場整備事業（再掲） 

【事業実施時期】 平成 30年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 旧柏崎小学校跡地に八戸三社大祭山車制作展示施設と広場を整備する。山車制

作場所を確保できない山車組に提供することでコミュニティ拠点とするとと

もに、市民や観光客が憩い集うことのできる場とする。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 中心市街地への来街機会の創出や回遊性の向上が期待され、「AIカメラ地点通

過者数」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 まちなかウォーカブル推進事業 

【支援措置実施時期】 令和 5年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）略 

 

［１］都市福利施設の整備の必要性 

現状分析と事業の必要性 

当市の中心市街地では、教育施設の八戸市立図書館、文化施設の八戸市公会堂や南部会館など、市民の文化的活

動や交流に資する都市福利施設の整備が進められてきた。 

さらに、これまでの３期にわたる中心市街地活性化基本計画において、中心市街地を「社会的・文化的活動の拠点」

に位置付けることで、これまでに、八戸ポータルミュージアム「はっち」、八戸ブックセンター、八戸まちなか広

場「マチニワ」、八戸市長根屋内スケート場、八戸市美術館といった、市民活動の拠点となる文化・交流・スポー

ツ施設の整備を進めてきたところである。 

 また、こうした公共施設内にオープンスペースを併設することで、「誰もが気軽に立ち寄れる場」、「人が集い

コミュニケーションが生まれる場」として、市民等の多目的な利用や様々な活動の誘発に寄与してきたところであ

る。 

 第４期計画の基本方針では、「多様な活動や交流が生まれるウォーカブルなまちづくり」、「暮らすこと・滞在

することが楽しくなるまちづくり」を掲げたところであり、これまで整備してきた公共施設を最大限に活用しつつ、

中心市街地区域の概ね四方に立地する長根公園、三八城公園、長者まつりんぐ広場、旧柏崎小学校跡地をはじめと

する公園や広場について、色々なアクティビティが可能な、利活用される公園、広場づくりを進めていくこととし

たい。 

旧柏崎小学校跡地については、八戸三社大祭の山車展示・制作施設を整備することで、山車の制作等を通じての

コミュニティの拠点化や伝統文化の継承を図っていく。 

 こうした中、長根公園内にある八戸市体育館については、開館以来、市民のスポーツやレクリエーションに利用

されるなど大きな役割を果たしてきているが、耐震不足と老朽化の問題を抱え、建て替えが必要な状況である。 

 令和４年度には、体育館の建て替えについての基本構想を策定し、令和５年度には、基本計画や事業手法の検討

を進めているところであるが、第４期計画では、多様な世代の誰もがスポーツに親しめるスポーツ振興拠点として、

新しい体育館の整備を着実に進めていきたい。 

 また、第３期計画から継続して、長根公園の再編事業や図書館の環境整備事業に取り組んでいくこととしたい。 

 

［２］具体的事業の内容 

（１）～（２） 略 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】旧柏崎小学校跡地広場整備事業（再掲） 

【事業実施時期】 平成 30年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 旧柏崎小学校跡地に八戸三社大祭山車展示・制作施設と広場を整備する。山車

制作場所を確保できない山車組に提供することでコミュニティ拠点とすると

ともに、市民や観光客が憩い集うことのできる場とする。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルなまちづくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 中心市街地への来街機会の創出や回遊性の向上が期待され、「AIカメラ地点通

過者数」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 まちなかウォーカブル推進事業 

【支援措置実施時期】 令和 5年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）略 
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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業と一体

として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］～［２］（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

【事業名】（３）へ移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】はちのへ空き家再生事業 

【事業実施時期】 平成 30年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 空き家の実態調査及びデータベース・空き家等のポータルサイトを構築し、空

き家所有者と利用希望者のマッチング支援を行うことで、住宅を供給する等空

き家の利活用の促進を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 暮らしやすさの向上 

【目標指標】 まちなか居住者増加数（社会増減数） 

【活性化に資する理由】 空き家の利活用が促進され、居住人口の増が図られることで、「まちなか居住

者増加数（社会増減数）」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 空き家対策総合支援事業 

【支援措置実施時期】 令和５年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

【事業名】番町ヒルズ運営事業 
【事業実施時期】 平成 23年度～ 

【実施主体】 株式会社まちづくり八戸 

【事業内容】 借上市営住宅である番町ヒルズを運営する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 暮らしやすさの向上 

【目標指標】 まちなか居住者増加数（社会増減数） 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業と一体

として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］～［２］（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

【事業名】はちのへ空き家再生事業 

【事業実施時期】 平成 30年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 空き家の実態調査及びデータベース・空き家等のポータルサイトを構築し、空

き家所有者と利用希望者のマッチング支援を行うことで、住宅を供給する等空

き家の利活用の促進を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 暮らしやすさの向上 

【目標指標】 まちなか居住者増加数（社会増減数） 

【活性化に資する理由】 空き家の利活用が促進され、居住人口の増が図られることで、「まちなか居住

者増加数（社会増減数）」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 平成 30年度～ 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】（２）②から移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】（４）から移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  
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【活性化に資する理由】 中心市街地での市営住宅の運営により、居住人口の増が図られ、「まちなか居

住者増加数（社会増減数）」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 公的賃貸住宅家賃対策調整補助金 

【支援措置実施時期】 平成 23 年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】（３）へ移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、その他の経済活力の向上

のための事業及び措置に関する事項 

［１］～［２］（１）略 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

【事業名】まちなか生業応援事業 

【事業実施時期】 平成 20年度～ 

【実施主体】 八戸市・青森県 

【事業内容】 ①空き店舗活用チャレンジ融資（県） 

空き店舗を活用した開業希望者に対し、長期かつ低利で融資支援を行う。 

②空き店舗活用チャレンジ融資利用者に対する支援（市） 

①の融資制度利用者で一定要件を満たしている者に対し、保証料補助等を行

う。 

③商店街後継者育成支援事業（市） 

商店街の後継者育成に係る事業に対し、費用の一部を補助することで、商店

街の次世代の担い手確保を促進する。 

④商店街持続的活性化支援事業（市） 

商店街を中心とした持続的活性化を目的とした事業に対し、費用の一部を補

助することで、商店街の自発的なまちづくり活動を促進する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 魅力ある商店街の再生 

【目標指標】 空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 開業の支援や商店街の魅力向上により、「空き店舗」の解消が図られ、「空き

店舗・空き地率」の改善に寄与するため。 

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】番町ヒルズ運営事業 

【事業実施時期】 平成 24年度～ 

【実施主体】 株式会社まちづくり八戸 

【事業内容】 借上市営住宅である番町ヒルズを運営する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 暮らしやすさの向上 

【目標指標】 まちなか居住者増加数（社会増減数） 

【活性化に資する理由】 中心市街地での市営住宅の運営により、居住人口の増が図られ、「まちなか居

住者増加数（社会増減数）」の増加に寄与するため。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、その他の経済活力の向上

のための事業及び措置に関する事項 

［１］～［２］（１）略 

（１）法に定める特別の措置に関連する事業 

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

【事業名】まちなか生業応援事業 

【事業実施時期】 平成 20年度～ 

【実施主体】 八戸市・青森県 

【事業内容】 ①空き店舗活用チャレンジ融資（県） 

空き店舗を活用した開業希望者に対し、長期かつ低利で融資支援を行う。 

②空き店舗活用チャレンジ融資利用者に対する支援（市） 

①の融資制度利用者で一定要件を満たしている者に対し、保証料補助等を行

う。 

③商店街魅力づくり環境整備支援事業（市） 

商店街の魅力づくりに資する環境整備に対し、支援を行う。 

 

④商店街持続的活性化支援事業（市） 

商店街を中心とした交流人口の拡大に資する事業に対し、支援を行うこと

で、商店街の活性化を図る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 魅力ある商店街の再生 

【目標指標】 空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 開業の支援や商店街の魅力向上により、「空き店舗」の解消が図られ、「空き

店舗・空き地率」の改善に寄与するため。 
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【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 ※②、③、④のみを対象 

【支援措置実施時期】 令和 6年 4月～令和 11年 3月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内外 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

【事業名】はちのへ AI（アイ）中心街・バス活性化プロジェクト 

【事業実施時期】 令和 4年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 地域社会のデジタル化を推進することで、中心市街地における誘客推進と経済

活動をはじめ様々な活動を誘発するとともに、バスの利用促進と利便性向上を

図る。 

プロジェクトは次の事業で構成する。 

・中心商店街情報発信アプリ（はちまちＬＩＮＥ）の開発・実装 

・まちなかフリーWi-Fiの整備 

・AIカメラの設置 

・バス ICカードポイント付与システム・キャッシュレス決済システムの開発 

・人流分析システムの開発 

・駐車場利用者の利便性向上事業 

・SNS活用・初心者向けアプリ制作などのセミナー開催 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数、公共施設来館者数、空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 ・中心市街地を訪れる人、商売をされる人、住む人など、様々な方々が、フリ

ーWi-Fi や中心商店街情報発信アプリを活用することで、回遊行動等に繋げ

る。 

・ＡＩカメラと人流分析システムによるデータをオープンデータ化すること

で、商業活動や経済活動に繋げる。 

・「ハチカ」の普及と人流分析により、バスの利便性向上と中心市街地へのア

クセス向上に繋げる。 

・駐車場利用者の利便性向上事業により、マイカー利用者の利便性向上を図る。 

・事業者向けのセミナーを開催することで、個店の魅力発信と来街者の増加に

繋げる。 

これらの事業により、「AIカメラ地点通過者数」と「公共施設来館者数」の増

加に寄与するとともに、「空き店舗・空き地率」の改善に寄与する。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 4～6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

【事業名】こどもの声を聴く機会創出事業 

【事業実施時期】 令和 6年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 Web制作や情報発信が好きなこどもを集め、中心街でこどもまちなか IT部を創

設し、こどもたちが様々な活動を行いながら、こども版の市ホームページを作

成・運用する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【支援措置名】 中心市街地活性化ソフト事業 ※②、③、④のみを対象 

【支援措置実施時期】 令和 6年 4月～令和 11年 3月 【支援主体】 総務省 

【その他特記事項】 区域内外 

 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

【事業名】はちのへ AI（アイ）中心街・バス活性化プロジェクト 

【事業実施時期】 令和 4年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 地域社会のデジタル化を推進することで、中心市街地における誘客推進と経済

活動をはじめ様々な活動を誘発するとともに、バスの利用促進と利便性向上を

図る。 

プロジェクトは次の事業で構成する。 

・中心商店街情報発信アプリ（はちまちＬＩＮＥ）の開発・実装 

・まちなかフリーWi-Fiの整備 

・AIカメラの設置 

・バス ICカードポイント付与システム・キャッシュレス決済システムの開発 

・人流分析システムの開発 

・駐車場利用者の利便性向上事業 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルなまちづくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数、公共施設来館者数、空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 ・中心市街地を訪れる人、商売をされる人、住む人など、様々な方々が、フリ

ーWi-Fi や中心商店街情報発信アプリを活用することで、回遊行動等に繋げ

る。 

・ＡＩカメラと人流分析システムによるデータをオープンデータ化すること

で、商業活動や経済活動に繋げる。 

・「ハチカ」の普及と人流分析により、バスの利便性向上と中心市街地へのア

クセス向上に繋げる。 

・駐車場利用者の利便性向上事業により、マイカー利用者の利便性向上を図る。 

 

 

 

 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 4～6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

【事業名】新規追加 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  
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【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 中心街への来街機会の創出につながることから、「AI カメラ地点通過者数」の

増加に寄与するため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 6年度～ 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】八戸市中心街ストリートデザイン事業（再掲） 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 青森県・八戸市 

【事業内容】 
国道340号三日町・十三日町区間の街路をひと中心の居心地が良く歩きたくな

るストリートへと再編し、歩行・滞在空間の充実を図るとともに、軒先空間も

含めた空間における様々な活動を誘発する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 当該地区の街路整備と屋外空間での商行為等の様々な活動の展開により、人が

訪れ、人が集まるみちが形成され、「AIカメラ地点通過者数」の増加に寄与す

るため。 

【支援措置名】 まちなかウォーカブル推進事業 

【支援措置実施時期】 令和５年度～ 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】（３）へ移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】エリアマネジメントの視点での空き店舗対策事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 八戸市中心市街地活性化協議会 

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

【事業名】（４）から移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】八戸市中心街ストリートデザイン事業（再掲） 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 青森県・八戸市 

【事業内容】 
国道340号三日町・十三日町区間の街路をひと中心の居心地が良く歩きたくなる

ストリートへと再編し、歩行・滞在空間の充実を図るとともに、軒先空間も含

めた空間における様々な活動を誘発する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 
 

【目標】 ウォーカブルなまちづくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 当該地区の街路整備と屋外空間での商行為等の様々な活動の展開により、人が

訪れ、人が集まるみちが形成され、「AIカメラ地点通過者数」の増加に寄与す

るため。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】エリアマネジメントの視点での空き店舗対策事業 

【事業実施時期】 令和５年度～ 

【実施主体】 調整中 
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【事業内容】 遊休不動産や低利用不動産の所有者からのヒアリングや各種調査・分析を行い、

課題と対策を整理した上で面的・長期的な視点を持った空き店舗対策を実施す

る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

魅力ある商店街の再生 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 エリアの魅力向上による来街機会の創出や空き店舗等の解消が図られることか

ら、「AI カメラ地点通過者数」及び「空き店舗・空き地率」の改善に寄与する

ため。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】マチナカまるっと一日体験事業（４館連携） 

【事業実施時期】 令和６年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 中高生の地元の愛着醸成につなげるため中心市街地の公共施設（美術館・八戸

ポータルミュージアム・長根屋内スケート場・八戸ブックセンター）の業務や

企画・運営を体験してもらう。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 中高生の来街機会の創出につながることから、「AI カメラ地点通過者数」の増

加に寄与するため。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】八戸工業大学番町サテライトキャンパス「ばんらぼ」運営事業 

【事業実施時期】 令和４年度～ 

【実施主体】 八戸工業大学 

【事業内容】 一般市民を対象とした文化・教養の向上や暮らしに役立つ情報などの公開講座

の実施に加え、学生の教育・研究展示や、市民等が自由に出入可能な空間を提

供するとともに、施設の区分貸し出しなどを行うほか、「こどもまちなか IT部」

の活動の場として幅広く活用する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

【活性化に資する理由】 多様な方の来街機会の創出につながることから、「AI カメラ地点通過者数」の

増加に寄与するため。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

【事業内容】 遊休不動産や低利用不動産の所有者からのヒアリングや各種調査・分析を行い、

課題と対策を整理した上で面的・長期的な視点を持った空き店舗対策を実施す

る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 【目標】 ウォーカブルなまちづくりの推進と賑わい創出 

魅力ある商店街の再生 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数 

空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 エリアの魅力向上による来街機会の創出や空き店舗等の解消が図られることか

ら、「AI カメラ地点通過者数」及び「空き店舗・空き地率」の改善に寄与する

ため。 

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】新規追加 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】新規追加 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］～［２］（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

【事業名】はちのへ AI（アイ）中心街・バス活性化プロジェクト（再掲） 

【事業実施時期】 令和 4年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 地域社会のデジタル化を推進することで、中心市街地における誘客推進と経済

活動をはじめ様々な活動を誘発するとともに、バスの利用促進と利便性向上を

図る。 

プロジェクトは次の事業で構成する。 

・中心商店街情報発信アプリ（はちまちＬＩＮＥ）の開発・実装 

・まちなかフリーWi-Fiの整備 

・AIカメラの設置 

・バス ICカードポイント付与システム・キャッシュレス決済システムの開発 

・人流分析システムの開発 

・駐車場利用者の利便性向上事業 

・SNS活用・初心者向けアプリ制作などのセミナー開催 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルな空間づくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数、公共施設来館者数、空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 ・中心市街地を訪れる人、商売をされる人、住む人など、様々な方々が、フリ

ーWi-Fi や中心商店街情報発信アプリを活用することで、回遊行動等に繋げ

る。 

・ＡＩカメラと人流分析システムによるデータをオープンデータ化すること

で、商業活動や経済活動に繋げる。 

・「ハチカ」の普及と人流分析により、バスの利便性向上と中心市街地へのア

クセス向上に繋げる。 

・駐車場利用者の利便性向上事業により、マイカー利用者の利便性向上を図る。 

・事業者向けのセミナーを開催することで、個店の魅力発信と来街者の増加に

繋げる。 

これらの事業により、「AIカメラ地点通過者数」と「公共施設来館者数」の

増加に寄与するとともに、「空き店舗・空き地率」の改善に寄与する。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 4～6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

（３）～（４）略 

 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 ※図表は最終ページ参照 

 

９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］～［２］（１）略 

（２）開催状況（第３期及び第４期計画に関して審議したもの） 

① 全体会 

 

８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項 

［１］～［２］（２）① 略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

【事業名】はちのへ AI（アイ）中心街・バス活性化プロジェクト（再掲） 

【事業実施時期】 令和 4年度～ 

【実施主体】 八戸市 

【事業内容】 地域社会のデジタル化を推進することで、中心市街地における誘客推進と経済

活動をはじめ様々な活動を誘発するとともに、バスの利用促進と利便性向上を

図る。 

プロジェクトは次の事業で構成する。 

・中心商店街情報発信アプリ（はちまちＬＩＮＥ）の開発・実装 

・まちなかフリーWi-Fiの整備 

・AIカメラの設置 

・バス ICカードポイント付与システム・キャッシュレス決済システムの開発 

・人流分析システムの開発 

・駐車場利用者の利便性向上事業 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 ウォーカブルなまちづくりの推進と賑わい創出 

【目標指標】 AIカメラ地点通過者数、公共施設来館者数、空き店舗・空き地率 

【活性化に資する理由】 ・中心市街地を訪れる人、商売をされる人、住む人など、様々な方々が、フリ

ーWi-Fi や中心商店街情報発信アプリを活用することで、回遊行動等に繋げ

る。 

・ＡＩカメラと人流分析システムによるデータをオープンデータ化すること

で、商業活動や経済活動に繋げる。 

・「ハチカ」の普及と人流分析により、バスの利便性向上と中心市街地へのア

クセス向上に繋げる。 

・駐車場利用者の利便性向上事業により、マイカー利用者の利便性向上を図る。 

 

 

 

 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 4～6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

（３）～（４）略 

 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

※図表は最終ページ参照 

 

９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］～［２］（１）略 

（２）開催状況（第３期及び第４期計画に関して審議したもの） 

① 全体会 
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第 25回～第 36回（略） 

   第 37 回八戸市中心市街地活性化協議会（令和 6年 4月 25 日） 

・第４期八戸市中心市街地活性化基本計画の変更について 

② 幹事会 

 平成 30年度開催状況～ 令和 5年度開催状況（略） 

令和 6年度開催状況 

第１回（令和 6年 4月 17 日） 

・第４期八戸市中心市街地活性化基本計画の変更について 

③ 部会（略） 

 平成 30年４月から令和６年３月までの開催回数・・・５回 

（３）～（４）略 

［３］略 

 

１０.～１１.その他中心市街地の活性化に資する事項 

［１］～［２］略 

  

［３］その他の事項 

（１）～（３）略 

（４）市街地再開発事業の誘導 

 当市の中心市街地は、居住者や来街者の目線で誰もが過ごしやすく、魅力的で良好な都市環境を総合的に整備し

ていくことが求められており、エリア居住者をはじめ、市民や観光客等の来街者に対して有用な都市機能を提供す

る土地利用手段の一つとして、都市機能を複合化した「ミクストユース」の考え方を取り入れた民間再開発を誘導

するため、八戸市中心市街地における民間再開発誘導方針を策定し、中心市街地で再開発を企図する事業者等に向

け、基本的なまちづくりの方向性を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 25 回～第 36回（略） 

    

 

② 幹事会 

 平成 30年度開催状況～ 令和 5年度開催状況（略） 

 

 

 

③ 部会（略） 

 平成 30年４月から令和５年３月までの開催回数・・・４回 

（３）～（４）略 

［３］略 

 

１０.～１１.その他中心市街地の活性化に資する事項 

［１］～［２］略 

  

［３］その他の事項 

（１）～（３）略 
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◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

 

はちのへ空き家再生事業  観光誘客推進事業  まちの魅力創生ネットワーク会議 

ほんのり温ったか八戸移住計画支援事業  市民文化芸術活動振興事業  文化・スポーツ事業と商業機能との連携事業  

  はちのへ AI（アイ）中心街・バス活性化プロジェクト  
八戸市中心市街地のまちづくりに
関する覚書事業 

まちなか生業応援事業  横丁活性化事業  
エリアマネジメントの視点での空
き店舗対策事業 

IT 産業集積促進事業  市日はちのへ楽市楽座事業  
マチナカまるっと一日体験事業
（４館連携） 

中心商店街空き店舗・空き床解消事業  ポータルサイト「はちまち」運営事業   

はちのへ創業・事業承継サポートセンター運営事業   まち歩き推進事業  市内幹線軸等間隔運行事業 

市民大学講座開催事業  中心街まちぐみプロジェクト事業  MaaS 事業 

八戸三社大祭開催支援事業  タウンマネージャー設置事業  高齢者等バス特別乗車証交付事業 

中心市街地活性化協議会支援事業  MICE 事業   

八戸えんぶり開催支援事業  まちなか共通駐車券運営事業   

文化施設の広報・情報発信事業  都市再生推進法人事業   

はちのへ菊まつり開催事業  中心街委員会事業   

     

     

◇ ４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所 

 

 

はちのへ空き家再生事業  観光誘客推進事業  まちの魅力創生ネットワーク会議 

ほんのり温ったか八戸移住計画支援事業  市民文化芸術活動振興事業  文化・スポーツ事業と商業機能との連携事業  

  はちのへ AI（アイ）中心街・バス活性化プロジェクト  
八戸市中心市街地のまちづくりに
関する覚書事業 

まちなか生業応援事業  横丁活性化事業  
エリアマネジメントの視点での空
き店舗対策事業 

IT 産業集積促進事業  市日はちのへ楽市楽座事業   

中心商店街空き店舗・空き床解消事業  ポータルサイト「はちまち」運営事業  市内幹線軸等間隔運行事業 

はちのへ創業・事業承継サポートセンター運営事業   まち歩き推進事業  MaaS 事業 

市民大学講座開催事業  中心街まちぐみプロジェクト事業  高齢者等バス特別乗車証交付事業 

八戸三社大祭開催支援事業  タウンマネージャー設置事業   

中心市街地活性化協議会支援事業  MICE 事業   

八戸えんぶり開催支援事業  まちなか共通駐車券運営事業   

文化施設の広報・情報発信事業  都市再生推進法人事業   

はちのへ菊まつり開催事業  中心街委員会事業   
 

 

本八戸駅通り地区街なみ環境整備事業 
八戸都市計画道路事業 3・5・1 沼館三日町線 

八戸市長根屋内スケート場施設活用事業 

八戸ポータルミュージアムイベント開催事業 

市道中央停車場線無電柱化事業 

市立図書館環境整備事業 

主要地方道八戸大野線無電柱化事業 

旧柏崎小学校跡地広場 
整備事業 

本八戸駅 

長者まつりんぐ広場活用事業 

新体育館整備事業 

八戸ブックセンターイベント開催事業 

八戸まちなか広場イベント開催事業 

八戸市美術館イベント開催事業 

ハンドメイドレンタルボックス「テッコ舎」 

運営事業 

公会堂舞台芸術公演事業 

八戸市中心街ストリートデザイン事業 

花小路周辺地区まちづくり事業 

十三日町・十六日町地区再整備事業 

区域全体にわたる施策 

マチニワイベント支援事業 

市街地の整備改善のための事業         都市福利施設を整備する事業 
まちなか居住推進のための事業         経済活力向上のための事業 
公共交通利便増進のための事業 

八戸七夕まつり運営事業 

長根公園園路改修事業（伊調ロード整備事業） 

中心市街地保育所事業 

長根公園再編事業 

ジャリニワ活性化事業 

街かどミュージアム運営事業 

はちのへホコテン実施事業 

民俗芸能の夕べ開催事業 

八日町番町地区まちづくり事業 

市道番町線無電柱化事業 

スピードスケート国際大会等誘致事業 国道 340 号電線共同溝整備事業（新荒町～荒町） 

番町ヒルズ運営事業 

成人式開催事業 

子育てつどいの広場事業 

農業新ブランド育成事業 

こどもの声を聴く機会創出事業 

八戸工業大学番町サテライトキャンパス「ばんらぼ」運営事業 

八戸市庁 

本八戸駅通り地区街なみ環境整備事業 
八戸都市計画道路事業 3・5・1 沼館三日町線 

八戸市長根屋内スケート場施設活用事業 

八戸ポータルミュージアムイベント開催事業 

市道中央停車場線無電柱化事業 

市立図書館環境整備事業 

主要地方道八戸大野線無電柱化事業 

旧柏崎小学校跡地広場 
整備事業 

本八戸駅 

長者まつりんぐ広場活用事業 

新体育館整備事業 

八戸ブックセンターイベント開催事業 

八戸まちなか広場イベント開催事業 

八戸市美術館イベント開催事業 

八戸市庁 

ハンドメイドレンタルボックス「テッコ舎」 

運営事業 

公会堂舞台芸術公演事業 

八戸市中心街ストリートデザイン事業 

花小路周辺地区まちづくり事業 

十三日町・十六日町地区再整備事業 

区域全体にわたる施策 

マチニワイベント支援事業 

市街地の整備改善のための事業         都市福利施設を整備する事業 
まちなか居住推進のための事業         経済活力向上のための事業 
公共交通利便増進のための事業 

八戸七夕まつり運営事業 

長根公園園路改修事業（伊調ロード整備事業） 

中心市街地保育所事業 

長根公園再編事業 

ジャリニワ活性化事業 

街かどミュージアム運営事業 

はちのへホコテン実施事業 

民俗芸能の夕べ開催事業 

八日町番町地区まちづくり事業 

市道番町線無電柱化事業 

スピードスケート国際大会等誘致事業 国道 340 号電線共同溝整備事業（新荒町～荒町） 

番町ヒルズ運営事業 

成人式開催事業 

子育てつどいの広場事業 

農業新ブランド育成事業 


